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と､あるM 次元横ベクトル (Wl､M 次元縦ベクトル LV)が存在して PlLの各成分を


































の解である｡ここで 〝 はモデル毎に定まる "totalhamiltonian"である｡〟 = 2で､nearest
neighbor型 intera･ctionの場合
L-1
H - h･(L)+∑ hi+h(a)i=l
hi≡ I⑳(i-1)⑳hint㊨ I⑳(L-i-1)?
h(L)≡ h(i)㊧ ∫⑳(L-1) and h(a)≡ I⑳(L-1)◎ h.(r)_




























小さな い こついて式(2)を(たとえば数式処理システムを使って)解く｡その解 jjLの成分をあ
･rl
るルールで並びかえることで行列を作る｡この行列は､PL,が M 次元行列積表示を持つようなモ
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1 0 0 0
0 1 0 -吐ββ
0 0 1 β~1








にまで基本変形できるので､rankが 1と分かる｡つまり､fASEP1 -0は (M -)1次元表現の候
補と分かる｡もし､fASEP2-0なら､Rは､
･ 0 -㌔ 諾 酔






にまで基本変形できるので､ rankが 2と分かる｡つまり､fASEP2-0は (M -)2次元表現の候
補と分かる｡
知られている厳密解 (たとえば [3)を参照)によれば､実際にfASEP1-0､ fASEP2-0のぞれ



























この節も､N-M -2に対して説明する(略記法 A(0)≡E,j4(1)≡D を用いる).
手続き [1]及び [2]で求めた行列積表現が任意の Lで正しいことは､式(3)～(5)の nearest
neighbor型相互作用の場合には次の3つ組を満たす 〈Ec,D｡)の存在を示せたなら保証される :
hint[(i ) @ (g)]- (3 c) ㊨(i ) - (i ) @ (E ec) (22)




(Z c)-_(宝tZ,'(r',) ･ = (hint l(i ) o (i )]巨 , (25)
ここで､th･(ど)のtは転置を表し､ 三は次のようにベクトルから行列へ mapする演算子である :























･表現次元 肘 が 2,3,4の時､手続き [1]と手続き [2]が厳密解と一致することを確認
した｡





¢+A 空竺 A+¢ A+¢ 空 讐 二 ¢+A
A十A 空竺 A+¢ A+A 空 聖二 の+A
¢+A空 聖 A+A A+めrate:Aq-1A+A
? ??? ? ??? ? ? ?? ?










･§4.3で述べたことを N ≠M の場合に拡張すること
.本稿での方法を､以下の各点で拡張｡
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